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朝の読書時間を楽しみにしていて、本をたくさん読

んでいる。
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友達の考えや意見をしっかり聞いている。
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自分の考えや意見をよく発表している。

62.0%

51.9%

54.5%

31.8%

43.7%

45.5%

5.0%

3.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

保護者

教師

学校生活が楽しい。
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友達と仲良く生活している。

富士市立神戸小学校 平成30年２月９日

学校教育目標 「つよいきずなで よさをのばそう」
重点目標 「すすんで やる子」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」 ※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」 ※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」 ※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

学校生活が楽しいと思える要因は、勉強（運動も含む）・学校
行事・友達関係にあり、後期になるとそのいずれかにつまずきが
生じることが考えられます。どの子にとっても楽しいと思える学
校づくりをめざしていきたいと思います。

子ども同士のトラブルが原因で、自己評価が低くなりま
す。よりよい人間関係再構築のための取組みを継続していき
たいと思います。

全員の前での発表に限らずに、隣の子との対話、グループ内で
の会話など、自分の思いや考えを意図的に伝えられるような場面
を設定し、話す・伝える力を育てていきたいと思います。

学習の第一歩は「聞く（聴く）」ことであることを再確認し、
表面的な「聞き方」ではなく、話し手の内面（心中）まで理解で
きるような「聴き方」ができるようになることをめざしていきた
いと思います。

学校での読書への意欲は保たれています。子どもたちが
さらによい本と出会えるように、ご家庭での働き掛けもお
願いしたいと思います。

寒い時期なると、朝のあいさつに元気がなくなります。
朝の寒さを吹き飛ばすような元気なあいさつができるよう
な学習や生活への意欲を引き出したいと思います。

家庭学習への取組みについては、個人の差が大きくなる
ため、今後も家庭と連携しながら取り組んでいきたいと思
います。

持久走大会に向けての「富士山チャレンジカード」は、子ども
たちの運動意欲を高める手立てとなりました。今後も子どもたち
が前向きな気持ちで運動できるような支援を工夫していきたいと
思います。
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学校でも地域でもすすんであいさつをしている。

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」
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学校や友だちの話を家でよくするか。
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毎日、何時ごろねているか。
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「すすんでやる子」に向けて、何かに取り組んでい

る。
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授業は楽しくわかりやすい。
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先生は、学校にいるとき安全にすごせるように気をつけている。

71.8%

29.0%

40.0%

23.2%

61.2%

60.0%

5.0%

7.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

保護者

教師

先生は、よく話を聞いてくれる。

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」 ※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」 ※グラフは、左から「はい」「守らないこともある」「いいえ」「無答」

※グラフは、「午後8時頃（以前も含む）」「午後9時頃」「午後10時頃」
「午後11頃」「午後12時頃（以降も含む）」

※グラフは、左から「はい」「いいえ」「無答」

※グラフは、左から「はい」「いいえ」「無答」

教師は子どもの話を聞く時間を確保してきましたが、子
どもの本音までを聴き取ることができなかったようです。
子どもの気持ちまでしっかり受け止められるような聴き方
に努めていきたいと思います。

ほめ言葉の内容、タイミング、伝え方など改善しなけれ
ばいけないという意識が教師にも感じられる結果となりま
した。効果的なほめ言葉となるためには、まずは子どもの
十分な見取りが必要であることを再確認しました。

夏休み明けに全教職員で「校内危険予知点検」を実施し
ました。修繕や撤去等が必要な危険箇所の点検だけでな
く、各箇所において想定される子どもの危険についても考
察しました。それを今後の指導にも生かしていきます。

新学習指導要領の完全実施が再来年度に迫る中、従来の知識習
得中心の授業から、知識活用型の授業への転換期を迎えていま
す。限られた授業時間の中で、知識習得と思考・活用のバランス
を考えながら、今後も授業改善を図りたいと思います。

今年度の重点目標「すすんでやる子」について毎月の朝
礼で校長が繰り返し発信し、各クラスで具体的に取り組ん
できた成果が、子どもたちの意識向上となって表れまし
た。さらに「すすんでやる子」が増えていくことを目指し
ます。

学校のきまりについては、年度当初に文書を配布し、確
認していますが、必要に応じて再確認しなければいけない
状況がありました。きまりについての保護者の意識も向上
し、家庭と学校との連携が深まってきたと言えます。

高学年になるほど就寝時刻が遅くなる傾向は変わりません。寝
るまでにしなければいけないことが増えていくのである程度は仕
方がないことかもしれませんが、時間の使い方を改善し、少しで
も早く就寝できるような工夫は必要だと思います。

子どもの食生活への意識は向上しており、大変好ましい結果だ
と言えます。しかし、保護者の評価が子どもより若干低めであ
り、「バランスのよい朝食」について、ご家庭でも見直す必要も
あると思います。

ご家庭での働き掛けにより、家で学校のことをあまり

話せなかった子も少しずつできるようになってきたと言

えます。しかし、嬉しかったことは自分から話すことが

できますが、嫌だったことや自分に不都合なことは話し

たがらないと思います。無理に聞き出すのではなく、子

どもが自分から話せるような親子関係を日頃から大切に

していただきたいと思います。
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先生は、自分が頑張ったことをよくほめてくれる。

※グラフは左から「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「無答」



 子どもたちがよりよく伸びていくための意見・提案（保護者より）

✎ 今年度から校区ドッジボール大会をやることになり、ドッジボールへの関心が高まってきた。学校でも

ドッジボールのルールや投げ方などを教えていただけたら子どもたちも嬉しいと思う。

✎ 自分の言葉を文字にしたり、話し言葉にして伝えたりすることができない。先生方はできないところを

伝えてくるが、個別にどう伸ばすのか、どのように対応してくれているのか見えてこないし、家で教え

てくれと言われるが、先生ではないので教えられない。

✎ できないところは家庭でと言われるが、限界がある。仕事のある母親にはかなりつらい。

✎ 親が手伝わなければいけない宿題は連休のときにしてもらいたい。

①学習に関する内容

✎ 毎日嫌がることなく元気よく学校に行っている。

✎ 楽しく学校生活を送ることができているので、このままストレスなく学校生活を送らせてもらえばよい

と思う。

✎ 校長先生をはじめ、先生方が一生懸命いろいろやって下さるので、親として安心で、嬉しく思う。

✎ 元気に子どもたちと接していただいている印象。子どもは迷いなく目標に向かっている。

✎ 良いことも悪いことも知らせてもらえて、学校での様子が分かったり、家でどのような声かけが分かっ

たりと助かっている。

✎ 担任の先生が一人一人に熱心なご指導をしていただき、誉めたり励まして頂いたりして子どもにとって

心強いと思う。

✎ 最上級生として学校のために何ができるか自ら考えられるようになり、6年間の成長を感じる。日々のご

指導に感謝している。

✎ 子どもが暴力的な被害にあったとき、学校が加害者側の児童にどういう指導をし、その保護者にどう伝

えているか明確でない。特に1年生は、他の学年よりも丁寧に保護者へ説明してくれた方が安心して通わ

せることができる。

✎ クラス内でのトラブルを後から聞いた。話し合いもないまま、その後どうなったか分からないので、学

校からの情報や報告がほしかった。

✎ 学校の様子がほとんどわからないので、子どもが自ら家庭に伝える工夫をしてほしい。

✎ 近くで困っている友達がいたら、すぐに駆け寄って「大丈夫？」と声を掛けてあげられるような心温か

い子どもたちになってほしいので、普段の生活の中で親の言葉がけが子どもの見本となるように接して

いきたい。

✎ クラスを上手にまとめられるような指導をお願いしたい。

✎ 子どもたちは、集団生活の中でのルール、優しさなどが分かっているようでわかっていない。

✎ 忙しい中でも、距離を近くして子どもと接していただきたい。子どもとの対話の時間を確保していただ

きたい。

✎ 大人や先生の顔色を見ながら生活しなくてもよい環境にしてあげたい。

✎ 子ども同士のトラブルのときなど、男女の差別なくお互いの言い分を聞いていただきたい。

 ドッジボールの指導に関しては、投げ方や取り方については体育の授業で教えることは可能です。ただ

し、「ドッジボール」については学習指導要領の内容として明記されていないため、ルールそのものを

教えることはしません。休み時間等のクラス遊びを通して、ルールを自分たちで確認し合い、同時に技

能の向上を図ることが大切だと思います。

 学校での限られた時間に身に付けさせることができなかった内容については、どうしても家庭学習での

補填をお願いしなければいけないと思います。ただし、できる限りどんな内容を、どの程度、どのよう

な方法で行ったらよいかについては、学校から家庭へときちんと説明する必要があったと反省していま

す。子どもの学力向上には、家庭学習も大きな要因となりますので、今後も連携をとりながら取り組ん

でいきたいと思います。

 最初から保護者が手伝わなければいけない宿題は、極力出さないように気を付けていきますが、どうし

ても保護者の力が必要となった場合には、できる範囲で構いませんのでお力添えをお願いします。おそ

らく探究的な学習（課題→調査→考察→表現）がそれに当てはまると思いますが、完璧な結果として提

出しなくても、経過報告の状態でも構いません。大切にしたいことは、子どもが本気になって追究する

姿です。その点をご理解いただき、長い目でお子さんを支えていただけたら幸いです。

②生活指導に関する内容



③学校行事・特別活動に関する内容

✎ 夏場の日焼けが気になり毎日、日焼け止めクリームをぬっているが、運動会のように一日外で活動する

日は、体力的にもハードなため、生徒用のテントを設置してほしい。

✎ 地域の方々との交流を深めるためにも運動会と区民体育祭を一緒にやればよいと思う。

✎ 今の1年生は2クラスあるので、もう少し交流がもてるようになればよいと思う。

④その他の内容

✎ 児童数が少ないため、先生方との関わりが子ども、親どちらも密接だと思う。先生方の負担も先生方
の人数が少ない分多いと思う。教職員の数を増やし、純粋に子どもと関われる時間がとれるように、
市や県からの配慮があるといい。

 運動会の子ども用テントについては、前期も同様の意見が出され、次のように回答しました。「地域の
理解と協力があれば、児童用応援席もテントを設置できそうですが、準備や片付けにも夏祭りや地区体
育祭並みの人員と時間が必要となるため、実現は難しいと考えます。」と。子どものことを考えると実
現させたい提案であるため再度検討しました。地区体育祭の様子から、テントの数は十分揃いそうです
が、準備や片付けに大人がどれだけ協力できるか神戸地区生涯学習推進会（場合によっては本校PTA総
務会）にも相談してみたいと思います。

 運動会と区民体育祭の合同開催についても前期も同様の意見が出されました。まずは、子ども・保護
者・地域住民の意見を幅広く聞き、共同開催への賛否について話し合う必要があります。賛成多数の場
合は、すぐに準備委員会を立ち上げ、双方のねらいが共有でき、現時点での具体的な種目やそれに伴う
係や役員等のすり合わせ、延期の場合の対応等について時間をかけて検討する必要があります。そし
て、その具体案を双方で協議し承認された後、実現が可能となります。心情的には合同開催により、双
方のメリットは感じられますが、そこに至るまでにはいくつかの課題を乗り越えなければいけないた
め、すぐには実現できない提案だと思います。

 来年度も1年生は2クラスとなり、神戸小のクラスが少しずつ増えていくようです。クラス間の交流はも
ちろんのこと、きずな学級との交流、他学年との交流、吉永第二小との交流を計画的に実施していきた
いと思います。

 教職員の配置数増加については、私たちも心から望んでいることです。しかしながら法律と財政が関
係することであるため、希望通りにはいかないのが現状です。今年度は、市より配属された特別支援
教育サポート員と学び方支援サポーター（10月より）が配置されたことは、本校によって大きな力と
なりました。来年度の配置については未定ですが、要望だけは継続して提出していきます。また、引
き続き「ふれあい協力員」として保護者・地域の皆様にもご協力をお願いします。

後期学校アンケートへのご協力ありがとうございました。昨年も同様でしたが、前期より後期
の方がアンケート結果による評価が下がる傾向にあります。一見すると、評価のマイナス数値が
「今年度の成果なし」と、受け取ってしまいそうになりますが、そうは思いたくありません。評
価が下がったということは、皆さんがより高い目標を抱き、「広く」「深く」「詳細に」教育活
動を評価してくださった結果だと思っています。もちろん、学校はこの結果を真摯に受け止め、
来年度に向けて改善を検討している最中です。そして、子どもたちや保護者の方が本音で答えら
れる「学校アンケート」となったことこそ、一番の成果だと思います。
また、後期はマークシートを濃く、丁寧に塗っていただいたおかげで、「無答」になってしま

う回答が減ったことをお礼申し上げます。

②生徒指導の内容に関すること
 後期は、特定の学年において人間関係の悪化によるトラブルが続き、その対応に関する連絡・説明が十

分ではなかったというご指摘を受け、深く反省する所存です。学校としては、この問題を該当学年だけ
の問題ではなく、学校全体の問題として取り上げ、全職員がチームとなって問題解決に取り組んできま
した。しかし、問題は十分解決したとは明言できず、今後も同様に対応していくつもりです。児童数が
少なくお互いが密接な関係になれる半面で、あまり考えずに相手を傷つけてしまう言動につながってし
まうことが本校児童の大きな課題です。私たち教職員は、それを十分踏まえた上で、お互いが毎日気持
ちよく生活できるように、そして自分とは違う考え方の人間を理解できるように、日々の授業、生活指
導を通して、課題解決に向けて歩んでいる途中です。そして、この課題解決には、保護者の皆様のご協
力が不可欠となります。学校はどの子にとっても居場所があり、学ぶ楽しさを実感できる場であると考
えます。私たちの取組みへの姿勢をご理解いただき、今後とも温かなご支援、ご協力をお願い申し上げ
ます。


